
                                                     

 

 

  

 

 

  
 

  

   

 

   

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

★ゆめじゅく編集委員会 

３日(月)13 時 30分～ 

★移動図書館青い鳥号 

５・１９日(水)14 時～14時 40分 

★人権のつどい日 

愛媛県人権対策協議会新居浜支部主催の

露の新治『お笑い独演会』を共催で実施 

１１日（火） 

開場 １３：３０ 開演 １４：００ 

場所 あかがねミュージアム 

１部「新ちゃんの人権高座」 

２部「落語」    

★ゆめ喫茶１８日（火） 

9 時 30 分～11 時 

 

 

〒792-0821 新居浜市瀬戸町 7-30 
ＴＥＬ ：0897-41-5859（Fax 兼用） 
E-mail ：seto@city.niihama.lg.jp 

 

★回転木馬（瀬戸児童館） 

１２日(水)1０時０0分～ 

★木曜会 

 20日（木） 

 １９：３０～２１：００ 

★人権・同和教育関係行事 

 ２日（日） 

 県人対協青年部研修会（瀬戸会館） 

   ２７日（木） 

四国ブロック隣保館職員研修会     

（香川県宇多津町） 

 

『ちょっと考えてみませんか？』とは、３～

１０人くらいの小人数で、瀬戸会館指導員とと

もに様々な人権問題について２０～30分程

度、共に学びあう懇談会です。 

今年度は、歌や映画を通して、沖縄の人の

気持ちに寄り添うということは、どういうこと

か、一緒に考えてみたいと思っています。 

サークル仲間の中の一人が「世話人」になっ

て、瀬戸会館へ次のことをお知らせください。 

・開催日時 ・参加人数  

・世話人さんの氏名 ・対象団体名等 

1月より瀬戸会館で勤務することにな

りました。指導員の宮崎
みやざき

由加里
ゆ か り

です。 

少しでも早く皆さんの顔を覚え、地域

の方が気軽に利用しやすいよう頑張りた

いと思いますので、これからどうぞよろ

しくお願い致します。 

 

 

 

1 月 12日（日曜日）午前 10 時 30分からマイントピアにおいて、「若葉会」の新年会が行

われ、14名の皆さんが参加しました。  

お風呂と食事、カラオケ、そして宴席ではいつもの会長の素晴らしいキャラに参加者の皆さん

は笑顔いっぱいでした。余興のカラオケでは、「おひねり」が飛び交い、会長の踊りも相まって楽

しくっておもわず笑ってしまう、そんな雰囲気のにぎやかなひと時の新年会になりました。 

私たち「若葉会」は仲間づくりを原点とした生きがいと健康づくりを主体に、生活や地域を豊

かにする諸活動にも取り組んでいます。会員の平均年齢は 70歳を超えていますが、60歳以上な

らどなたでも会員です。会員の募集を行っていますので気軽に声をかけてください。瀬戸会館に人

権対策協議会の事務局がありますので、気軽に訪ねてみてください。 

主な年間の活動は、毎週火曜日１０時から瀬戸会館で 3 種類の 

健康体操とダーツと輪投げの練習、泉川校区のダーツと輪投げ 

大会に参加、健康体操教室の開催、月１回寿集会所での健康体 

操と茶話会の実施、４月にはお花見、１２月に忘年会の実施、 

社会貢献活動として寿公園の花壇の整備（年間３～４回）など 

も行っています。 

試しに参加したり、体験もできますのでぜひ一緒に参加しませんか。 

人生には、まだまだ生きがいのある楽しい出会いがまっています。 



  

 

 

  

 

   

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 火 水 木 金 土 

 

 

 

 

 

 

 
  １ 

スクエアダンス 

３ 

ピアノクラブ 
楠木クラブ 

ピンポン 
べっぴんさん 

こども塾 

 

４ 

ハンドメイド 
詩 吟 

若葉会  

ZUMBA 
フラダンス 

レインボーＢ 
A-one 

 

５ 
水美会 
詩吟 

ピンポン 
バレエ 
空 手 

 

  

６ 

３Ｂ体操 

リトミック 

紙バンド 

レインボー体操 A 

社友会歌ごえ 

エストレージャ 

よさこい 

着付け 

 

 

７ 

健康体操 

つまみ細工 

ピンポン 

エストレージャ 

フラダンス 

 

８  

小学生パソコン教室 

小学生料理教室 

スクエアダンス 

ポーセラーツ 

篆刻 

 

１０ 

ピアノクラブ 

楠木クラブ 

べっぴんさん 

ピンポン 

こども塾 

 

  

１１ 

露の新治 

『お笑い独演会』 

あかがねミュージアム 

 

 

 

1２ 

水美会 

ピンポン 

スクエアダンス 

ポーセラーツ 

バレエ 

空 手 

とどけあ・カフェ 

 

 

 

1３ 

リトミック 

紙バンド 

社友会歌ごえ 

レインボーＡ 

エストレージャ 

よさこい 

着付け 

  

1４ 

健康体操 
ピンポン 

エストレージャ 

フラダンス 

 

 

1５ 

小学生パソコン 

スクエアダンス 

 

 

１７ 

ピアノクラブ 

楠木クラブ 

ピンポン 

べっぴんさん 

こども塾 

 

１８ 

ハンドメイド 
若葉会 
詩 吟 

ZUMBA  

フラダンス 
レインボーＢ 

A-one 

 

 

１９ 

水美会 

ピンポン 

スクエアダンス 

バレエ 

空 手 

2０ 

リトミック 
レインボー体操 A 

紙バンド 
エストレージャ 

よさこい 
木曜会 
着付け 

 

2１ 

健康体操 

ピンポン 

つまみ細工 

エストレージャ 

フラダンス 

 

2２ 

スクエアダンス 

ポーセラーツ 

篆刻 

 

2４ 

 

2５ 

男の料理教室

ハンドメイド 

詩 吟 

ZUMBA  

フラダンス 

A-one 

2６ 

水美会 

ピンポン 

スクエアダンス 

バレエ 

空 手 

２７ 

３Ｂ体操 

リトミック 

レインボー体操A 

紙バンド 

エストレージャ 

よさこい 

着付け 

２８ 

健康体操 

ピンポン 

エストレージャ 

フラダンス 

２９ 

小学生パソコン教室 

 

 

午 前 

午 後 

夜 間 

 

    

今年は、オリンピックイヤーです。そこで、オリンピックにまつわる話を一つ。 

ピーター・ノーマンは、1968年メキシコオリンピック男子 200ｍ競走で銀メダ 

ルに輝いたオーストラリアの選手です。しかし、彼は母国で生涯「のけ者扱い」さ

れ、「忘れ去られた銀メダリスト」になってしました。 

ピーターは、なぜ、生涯「のけ者扱い」されたのでしょう？ 

メキシコオリンピック男子200mの金メダリストと銅メダリストは、アメリカの黒人選手、トミー・ス

ミスとジョン・カーロスです。二人は、表彰台で、ブラックパワー・サリュート（黒い拳を高く掲げて人種

差別に抗議）を行いました。ピーターは白人ながらも二人の行動を支持し、同じ表彰台で「人権を求めるオ

リンピック・プロジェクト」のバッジを付けたのです。 

オーストラリアの白人たちは、黒人に賛同したピーターを非難し、彼の偉業は無視されました。脅迫電話

などの嫌がらせが続き、彼は職を転々とし、離婚も経験しました。1972年のミュンヘンオリンピックには、

出場資格を獲得していたにも関わらず代表に選ばれず、絶望の淵に追い込まれた彼は、引退を決意しました。 

その後、歴史はスミスとカーロスの行為に正当な評価を下し、２人は、「人種差別と闘った英雄」として

出身校であるサン・ホセ州立大学に２人の行為を讃えて像が建てられましたが、ピーターの像はありません。 

ピーターの像が無いのは、彼自身の願いからだったそうです。世界中の人が、 

是非、空いている２位の場所に立って自分ならどうするか考えて欲しいと。その 

代わり、台座には「TAKE A STAND」と刻まれています。この言葉には２つの意 

味が込められています。「ここに立ってみてください」そして、「自分が信じた事 

のために立ち上がりなさい」 

 どのような苦境が待ち受けようとも、正義を貫くことの素晴らしさ、そして、 

何事も「他人事ではなく我が事として考える」ことの大切さを彼の生き様から 

学ばせていただきました。 

２月分 

 

今月の「人権のつどい日」は、新居浜市人権啓発指導員の眞鍋  

慶子さんに「人権あれこれ」の演題でお話ししていただきました。 

最初に、紙芝居風に作成した「みんなで解消！ 部落差別！」の   

動画を視聴しました。この動画は、YouTube「新居浜市チャンネル」

→「マイタウンにいはま 10月」でご覧になれます。 

続いて、お茶の間人権教育懇談会に参加しての経験から、 

「私たちは足のサイズに合わせて好みの靴を履く。人権問題も 

私たち現実生活の中にカギがある。様々な人権問題を身近な 

出来事を通して問題意識を喚起しなければならない」と、生活 

基盤に沿って人権問題に取り組む大切さをお話しくださいました。 

最後に、参加者からは「学習したことを実践していくことが、 

人権の輪の広がりに繋がっていく」との建設的な意見が出されました。 


